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平
成
30
年
度
通
常
総
会
開
催 

県
連
会
長
挨
拶 

 

玉
岡 

福
彦 

会
員
数
の
減
少
傾
向
に
歯
ど
め
が
か
か
ら
ず
、
各
連

協
と
も
頭
を
抱
え
て
い
る
や
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
県

連
協
と
し
て
も
危
機
的
状
況
だ
と
の
認
識
の
も
と
、
真

剣
に
議
論
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が

急
激
に
進
み
、
定
年
延
長
や
再
雇
用
制
度
の
促
進
等
々
。

更
に
は
各
学
園
の
再
入

学
、
再
々
入
学
の
採
用

に
よ
っ
て
、
入
学
希
望

者
の
高
齢
化
も
進
み
、

校
友
会
加
入
者
が
減
少

し
て
い
る
現
状
に
つ
い

て
、
各
連
協
に
と
っ
て

も
悩
ま
し
い
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
い
う
時
に

こ
そ
、
各
連
協
の
英
知
を
結
集
し
、
問
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
入
学
試
験
も
な
く
入

学
し
、
卒
論
も
な
く
卒
業
出
来
、
机
を
並
べ
て
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
、
仲
間
と
共
に
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
え
る
仲

間
の
集
ま
り
が
校
友
会
活
動
が
原
点
で
あ
る
筈
な
の

に
、
ど
う
し
て
辞
め
て
い
く
人
が
い
る
の
か
、
面
白
く

な
い
の
か
、
楽
し
く
な
い
の
か
、
も
う
一
度
、
立
ち
止

ま
っ
て
じ
っ
く
り
考
え
直
す
時
が
き
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
自
分
の
中
の
可
能
性
！
心
が
意
識
を
つ
く
り
、

意
識
が
態
度
を
決
め
る
、
態
度
が
行
動
を
決
め
、
行
動

が
習
慣
を
決
め
る
、
習
慣
が
運
命
を
決
め
る
。
心
の
持

ち
方
一
つ
で
人
生
は
豊
か
に
な
る
。
も
う
一
度
、
入
学

し
た
時
の
初
心
に
戻
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
還
暦
を
過
ぎ
よ
う
が
、
古
希
を
越
え
よ
う
が
、
人

は
こ
の
初
心
を
大
切
に
し
た
い
も
の
。
私
は
中
学
卒
業

時
の
文
集
に
「
大
空
に
、
飛
び
交
う
如
き
、
ひ
ば
り
よ

り
は
る
か
に
高
き
、
我
が
心
な
り
。」
と
の
精
神
は
、

い
ま
だ
に
持
ち
続
け
て
お
り
ま
す
。
各
連
協
に
よ
っ
て

事
情
は
色
々
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
ぜ
ひ
皆
様
の
英
知
を

お
借
り
し
て
、
会
員
減
少
へ
の
歯
止
め
を
か
け
ま
し
ょ

う
。 

  
 

平
成
30
年
度
県
連
協 

◇
役 

員 

会 

長  
 
 

玉
岡 

福
彦 

（
川
越
） 

副
会
長 

 
 
 

松
村 

昌
男 

（
川
越
） 

副
会
長  

 
 

宮
崎 

健
一 

（
久
喜
） 

副
会
長 

 
 

 

萩
原 

正
信  

（
蕨
） 

副
会
長  

 
 

森 
 

裕 
 

（
伊
奈
） 

理  

事  
 
 

田
口 

弘
三 

（
浦
和
） 

〃      
 

倉
兼  

敏
昭  

（
浦
和
） 

   
〃      

 

中
島 

武
久 

（
熊
谷
） 

〃   
 
 
 

佐
藤 

健
一 

（
熊
谷
） 

〃    
  

 
前
島 

賢
司  

（
川
越
） 

 
 
 

〃   
 
 
 

高
橋 

善
夫  

（
久
喜
） 

〃 
 
 
 
 

松
本 
茂   

（
久
喜
） 

  
 
 

〃   
 
 
 

星
野 
榮
司  

（
蕨
） 

 
 
 

〃 
 
 
 
 

笠 
 

茂
男 
（
伊
奈
） 

  

〃   
 
 

大
串  

正
道  

（
春
日
部
） 

 

〃   
 
 

山
口 

英
治  

（
春
日
部
） 

 

〃   
 
 

足
立 

弘   

（
入
間
） 

 

〃   
 
 

中
村 

光
則 

（
入
間
） 

会 

計 
 
  

柿
澤 

保
幸  

（
熊
谷
） 

 

〃   
 
  

加
来 

政
純 

（
川
越
） 

監 
 

事 
 
  

谷 
 

和
夫  

（
入
間
） 

〃 
 
 
 

 

金
子 

和
生 

（
浦
和
） 

 

 

◇
理
事
会
開
催
日 

第
１
回    

 

６
月
22
日 (

金) 

第
２
回 

   

９
月
14
日 (

金) 

第
３
回 

   

12
月
7
日(

金) 

第
４
回 

   

２
月
8
日 (

金) 

第
５
回 

   

４
月  

未
定(

金) 
 ◇

事
業
計
画 

①
第
１
回
公
開
学
習  

6
月
19
日(

火
）
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

②
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い 

１０
月
5
日
（
金
）
蓮
田
市
民
体
育
館 

 

（
パ
ル
シ
ー
） 

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会 

１０
月
9
日
（
火
）
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ 

文
化
公
園 

く
ま
が
や
ド
ー
ム 

④
第
６
回 

芸
能
祭 

 

３
月 

未
定 

 
 
 

⑤
広
報
誌 

 

県
連
協
ニ
ュ
ー
ス 

 

６
月
末
発
行 

会
報
47
号  

平
成
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年
３
月
発
行 
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浦
和
連
協 

今
年
度
は
会
員
数
が
200
名
強
で
す 

が
、
思
い
や
り
と
助
け
合
い
を
合
言 

葉
に
会
員
相
互
の
交
流
と
連
携
を
深 

め
、
元
気
に
、
明
る
く
、
い
き
い
き 

と
過
ご
せ
る
よ
う
に
交
流
学
習
会
を 

柱
に
し
て
浦
連
協
の
み
な
ら
ず
、
他 

学
園
、
シ
ニ
ア
大
学
と
連
携
を
深
め 

事
業
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。 

 
 

主
要
な
企
画
事
業 

5
月 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
散
策 

7
月 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

10
月 

学
習
会
・
ク
ラ
ブ
活
動 

 
 

交
流
会 

◇
こ
の
他
交
流
学
習
会
を
随
時
実
施
。 

 
 

広
報
活
動 

年
三
回
広
報
紙
を
発
行
。
企
画
事
業 

や
交
流
学
習
会
・
そ
の
他
情
報
を
タ 

イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
情
報
の
共
有
と 

参
加
促
進
を
図
る
。 

 
 

社
会
奉
仕
活
動 

10
月
1
日
に
25
年
目
を
迎
え
る
赤

い
羽
根
街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
す
。 

  

熊
谷
連
協 

み
ん
な
で
創
ろ
う
、
楽
し
い
校

友
会
！ 

 

平
成
30
年
度
、
熊
連
協
は
116
名
の

皆
さ
ん
が
入
会
致
し
ま
し
た
。 

伝
統
あ
る
熊
連
協
の
３
大
事
業
で
あ

る
、
学
習
会
、
文
化
祭
そ
し
て
芸
能
祭

を
新
し
い
期
も
含
め
、
す
べ
て
の
期

の
代
表
者
の
皆
さ
ん
が
と
も
に
企
画

し
、
実
行
し
、
そ
し
て
終
わ
っ
た
後
は

反
省
し
、
次
回
に
生
か
す
と
い
う
サ

イ
ク
ル
を
回
し
、
「
み
ん
な
で
創
る
、

楽
し
い
校
友
会
！
」
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

尚
、
３
大
事
業
の
開
催
日
は
次
の
通

り
で
す
。 

① 

学
習
会 

９
月
８
日
（
土
） 

熊
谷
市
立
文
化
会
館 

② 

文
化
祭 

11
月
８
日
（
木
）
～ 

11
日
（
日
） 

 
 
 

妻
沼
展
示
館
大
展
示
室 

③ 

芸
能
祭 

31
年
2
月
16
日
（
土
） 

熊
谷
市
立
文
化
会
館 

熊
谷
連
協
会
長 

中
島
武
久 

川
越
連
協 

【 

基
本
方
針 

】 

会
員
数
減
少
集
団
の
居
心
地
を
改
善 

【 

活
動
方
針 

】 

一
、
在
校
生
へ
の
校
友
会
活
動
広
報
。 

一
、
事
業
の
確
実
な
実
行
。 

一
、
会
員
数
減
少
の
原
因
を
調
べ
て

そ
の
評
価
を
す
る
。
評
価
に
基

づ
い
た
短
期
、
長
期
の
対
策
を

た
て
、
実
行
を
す
る
。 

一
、
以
上
の
活
動
を
プ
ラ
ス
思
考
で

実
施
。 

【 

各
事
業
等 

】 

4
月 

定
期
総
会 

9
月 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

11
月 

 

文
化
祭 

11
月 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

1
月 

新
春
日
帰
り
バ
ス
旅
行 

2
月 

在
校
生
校
友
会
プ
レ
ゼ
ン 

 

 

川
越
連
協 

総
務
部 

松
村
昌
男 

    

久
喜
連
協 

 

本
年
度
は
退
会
す
る
期
が
増
え
、
会

員
数
が
791
人
か
ら
500
人
程
度
に
大
幅

に
減
少
し
ま
す
。 

 

そ
の
結
果
、
久
喜
連
事
業
を
再
検

討
し
、
県
連
事
業
へ
の
参
加
助
成
が

困
難
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
久
喜
連

協
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

久
喜
連
協
事
業
計
画 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 

9
月
7
日 

場
所
未
定 

○
月
例
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ 

 
 

毎
月
第
2
土
曜
日 

 
 

場
所 

西
コ
ミ
・
他 

○
合
同
文
化
祭 

 
 

11
月
予
定 

 
 

場
所 

未
定 

○
公
開
学
習 

 
 

平
成
31
年
2
月
予
定 

 
 

場
所
未
定 
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蕨
連
協 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蕨
連
絡
協
議
会
は
、
例
年
若
手
３
期

を
中
心
に
連
協
運
営
を
実
施
し
て
来

ま
し
た
。
昨
年
蕨
学
園
が
教
室
の
都

合
で
一
年
休
園
し
、
今
年
度
は
新
し

い
28
期
の
校
友
会
会
員
の
入
会
が
な

い
為
、
連
協
理
事
会
で
は
昨
年
度
の

役
員
継
続
の
ま
ま
平
成
30
年
度
の
連

協
の
運
営
を
し
て
欲
し
い
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
為
行
事
等
を

縮
小
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
３
年
程
開
催
し
て
い
ま

し
た
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
無
く
し
て

理
事

会
、
行
事
も
削
減
し
て
運
営
し
て
い

き
ま
す
。 

 
 

行
事
予
定 

９
月 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

10
月 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会 

11
月 

演
芸
大
会 

今
年
度
も
、
各
期
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
頂
き
な
が
ら
蕨
連
協
を
運
営
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

蕨
連
協
会
長 

 

萩 

原 

正 

信 

 

 
 

伊
奈
連
協 

本
年
度
は
専
攻
課
程
３
期
47
名 

の
新
入
会
員
を
迎
え
ま
し
た
が
、
大 

幅
な
加
盟
校
友
会
・
会
員
数
減
少
の 

中
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

限
ら
れ
た
予
算
、
運
営
役
員
の
元 

で
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
有
意 

義
な
交
流
の
場
が
提
供
出
来
る
よ
う 

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
年
度
の
重
点
目
標
・
方
針
と
し
て
、 

①
主
要
行
事
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

（
初
め
て
有
料
で
実
施
） 

②
県
連
協
芸
能
祭
（
幹
事
校)

運
営 

③
特
色
で
あ
る
地
区
Ｏ
Ｂ
会
や
サ
ー

ク
ル
諸
団
体
と
行
事
で
交
流
を
図
る
。 

④
在
校
生
に
対
し
校
友
会
組
織
の
意

義
理
解
を
深
め
る
。 

 

伊
奈
連
協
事
業
計
画 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
９
月 

○
コ
ン
サ
ー
ト 

十
月
一
日
（
月
） 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表
会 

 

（
イ
ナ
・
ヴ
ォ
イ
ス
） 

11
月
9
日
（
金
） 

  

春
日
部
連
協 

春
日
部
連
協
は
今
年
度
975
名
の
会

員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
退
会
す
る

期
等
が
有
り
、
漸
減
傾
向
で
す
が
、 

連
協
の
存
在
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、

各
期
及
び
現
役
生
と
の
連
携
・
交
流

を
一
層
図
り
な
が
ら
事
業
計
画
を
進

め
、
実
り
の
多
い
一
年
に
な
る
よ
う

全
て
の
会
員
が
、 

「
元
気
に
・
楽
し
く
・
い
き
が
い
を
持

つ
」
の
三
つ
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
頑
張
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

春
日
部
連
協
事
業
計
画 

 

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 
 

（
年
２
回
） 

〇
文
化
祭
（
演
芸
の
部
・
展
示
の
部
） 

〇
講
演
と
音
楽 

〇
「
春
連
協
た
よ
り
」
の
発
行
（
年
２

～
４
回
） 

〇
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

〇
地
域
諸
団
体
と
の
交
流
活
動 

  

 
 

入
間
連
協 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
30
年
度
は
、
10
期
生
を
迎
え
ま

し
た
が
、
会
員
数
は
404
名
と
な
り
、
一

割
程
度
少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

連
協
の
事
業
と
し
て
は
、
９
月
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
11
月
文
化
祭
、

２
月
学
習
会
が
主
な
も
の
で
す
。
事

業
ご
と
に
設
立
す
る
実
行
委
員
会
に

よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員

は
、
特
定
の
期
が
担
当
す
る
の
で
な

く
、
実
行
委
員
長
は
持
ち
回
り
制
の

担
当
期
が
、
委
員
は
各
期
か
ら
出
し

て
、
全
期
で
分
担
し
、
負
担
が
偏
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。 

連
協
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
文
化
祭
に
、
切
手
や
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
等
を
集
め
、
県
の
盲
老
人
ホ

ー
ム
へ
寄
付
を
行
う
予
定
で
す
。
こ

れ
は
、
3
回
目
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
そ
の
他
会
員
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
校
友
会
、
連
協
を
目
指
し
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
検
討
を

し
て
い
ま
す
。 

入
間
連
協
会
長 

６
期
足
立 

弘 
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◇県連協事業部会・委員会 （大会等の打合わせ） 

 ①社会活動部    部会  7 月 19 日（木） 

 ②社交ダンスの集い 部会  7 月 06 日（金）  

 ③グラウンド・ゴルフ部会  6 月 29 日（金） 

 ④広報部会         7 月 24 日 (火) 

 ⑤芸能祭部会        7 月 27 日（金） 

（打ち合わせ会場は県民活動総合センター） 

◇事業 

（1）社交ダンスの集い 担当：熊谷連協・浦和連協  

   蓮田市民体育館(パルシー）    10 月 5 日（金） 

（2）ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ交歓大会 担当：川越連協・入間連協 

  熊谷スポーツ文化公園くまがやドーム 10 月 9 日（火） 

（3）第 6 回 芸能祭   担当：伊奈連協・久喜連協 

        3 月未定 

（4）第 1 回 公開学習（公財）いきいき埼玉と共催 

 大宮ソニックシティ 大ホール    6 月 19 日（火） 

 卒業生による社会参加活動事例発表と講演 

●入間鼻笛クラブハナミズキ 入間連協８期校友会 

●いきがい楽団サウンド・ホ－ス熊谷連協２年制 ４期 

５期 一般３７期、専攻２期校友会 

（5）「県連協ニュース」Ｈ30 年 6 末 担当 蕨連協 

「県連協会報 47 号」Ｈ31年 3 末 〃  〃 

 

 

  

 

 

◇いきいき埼玉事業 

 ①高齢者創作展 

   ９月３日(金)〜６日(火) 

    さいたま市プラザノース 

 ②彩の国いきいきフェステバル 

   １ 月 ３
０ 日(日) 

    県民活動総合センター 

 ③第２回公開学習 

   １
２ 月 ２
６ 日(月) 

    大宮ソニックシティ 

    大ホール 

 

 

平成 29 年度決算の概要 

収入額          805,156 円 

内訳 

① 会費         629,300 円 

② 雑収入           5 円 

③ 前期繰越       175,851 円 

 

支出額          622,614 円 

内訳 

① 事業費              506,189 円 

② 事業協力費           81,728 円 

③ 事務局費             14,478 円 

④ 傷害保険料           20,219 円 

⑤ 予備費                    0 円 

 

平成 30 年度予算の概要 

収入額                  655,344 円 

内訳 

① 会費               472,800 円 

② 雑収入                   2 円 

③ 前期繰             182,542 円 

 

支出額           655,344 円 

内訳 

① 事業費              460,000 円 

② 事業協力費           80,000 円 

③ 事務局費             25,000 円 

④ 傷害保険料           20,000 円 

⑤ 予備費             70,344 円 

公益財団法人いきいき埼玉からのお知らせ 

 

●彩の国いきがい大学 OB 講師募集！ 

いきいき埼玉では、これまでの経験やいきがい大学で学んだことを生かして、授業やクラブ、市町

村の生涯学習施設や地域活動などで講師として活躍していただく「OB 講師」を募集しています。 

すでに講師経験がある方ではなく、指導経験のない方も安心してご応募いただけるよう、指導法を

学んで力をつけていただけるプログラムを用意いたします。詳しくは下記までお問合せください。 

 

 

問合せ：いきがい支援担当 

電話：048-728-7951(土日祝を除く 9:00～17:15） 

ホ－ムペ－ジアドレス 
http://www.ikg-saitama.jp 
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◇
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広
報
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◇
い
き
い
き
埼
玉
事
業 

 
 ① 

い
き
い
き
創
作
展 

 
 

９
月
28
日(

金) 
〜
１０
月
1
日(

月)

午
前 

 
 

さ
い
た
ま
市
プ
ラ
ザ
ノ
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ス 

 

② 
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き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
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日) 
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